
日本天文学会2011年春季年会

J52a 次世代チェレンコフ望遠鏡CTAで期待されるGRB検出率
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Cherenkov Telescope Array(CTA)は次世代の大規模な地上チェレンコフ望遠鏡アレイである。 これまでの地
上チェレンコフ望遠鏡と比べて、 CTAは数 10GeVから 100TeV以上の広いエネルギー帯域に渡っての感度の向
上と、 高い機動性を持つことが計画されている。 そのような高い性能はガンマ線バースト (GRB)の観測にも有
効であり、観測に成功すれば放射機構の解明や、宇宙背景放射光の制限に関する進展などが期待される。CTAは
現在プロトタイピング期間へ入っていく状況にあり、 GRBの観測可能性を定量的に評価することは重要である。
そこで今回、 過去のGRBの観測結果 (ピークフラックス分布など)を再現するようにGRBの光度関数、赤方

偏移分布を決め、そこに CTAのパフォーマンスを考慮することで、 CTAによるGRBの観測をモデル化した。
本講演では、このモデルを用いて予想した、 CTAで期待されるGRBのプロンプト放射及び残光のイベントレー
トについて、 結果を報告する。


